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   Recently we had 2 cases of congenital solitary kidney. 
   A case of them is twenty-eight years-old female and other thirty-four years-old male. 
In the first case she had only the press pain fit at the left abdominal region and no other 
subjective symptom. 
 Ps a result of cystoscopic and several rentogenographic examinations she was diag-
nosed as doubt of left hydronephrosis after the gynecologic operation. We tried an ope-
ration on her and found a congenital solitary kidney. 
   In the second case he has been complained of lumbal pain of the right side last eight 
month but he had neither hematuria nor colic pain. We tried cystoscopic and rentogeno-
graphic examination (pnemoretroperitsneum and arteriography) and diagnosed as doubt 
of congenital solitary kidney and it was proved by the  operation. 
 Congenital solitary kidney is relatively rare in the literatures. 
   In the case 1 she had bihorn uterus but in the case 2 we could not find other defor-
mity.
緒 言
先天性単腎は,往 時,極 めて稀 なものと考え
られ,剖 検或 いは手術 に依つて偶然 に発見 され
ていたものであ る.併 しなが ら近時,泌 尿器科
学 的診断法 の進歩 と共 に,臨 床的 に本症 の診断
をほぼ確実 に下 し得 る迄 に至 り,そ の報告例 も
漸 次増 加の傾向にあ る様 である.併 しなが ら腎
欠損症 は両稀有な部類 に属 し,叉 本症 に往 々含
併 してい る他の泌尿生殖器晴型な どを 合わせ考
えると甚 だ興味深 いものがあ る.
我 々は最近,相 次いで本症 の2例 を経験 した





















































































































































































































































































註)ZS.… 膀 胱 鏡 検査IP.… 静 脈性 腎孟 造 影












血 液 所 見 赤 血 球 数420万,血色 素82%,白 血球 数
6800,血液像 正 常,血 沈1時 間値3mm,2時 間 値8




肝機 能 検 査:正 常.
尿所 見 に異 常 を 認め ない








































載に初ま り,現 存 す る記載 としてはConsiIio-
rum(1609)のものが最 も古 い もの と言われ て
いる.
往時本症は緒言 で も触 れた如 く極め て稀 な碕
型と考えられ臨 床的 に発見 された ことは殆 んど
なく,剖 険或 いは手術 に依つ て偶然 に発見 され
393
て居 た ものであ る.
然 るに近時泌尿器科学的診断法,殊 に膀胱鏡
検査,腎 孟撮 影法,プ ノイモーレン,腎 動脈撮
影法等 が盛 んに行われ る様 になり,臨 床的に診
断 され る症例 もかな り増加 して来 て居 る.
欧米の報 告例 を見 るとHennessey(1929)
373例,Collins(1932)581例,Braaschand
Merricks(1937)69例,LongoandThomp-
son(1952)94例な どとなつ て居 る.一 方本邦
に於 いては,山 極(1892)の剖検例 に依 る第1例
の報 告に初 ま り,安西,大越 ・安西・原子 ・岸本 ・松
本等 の記載 があ り詳細 な観察がなされ て居 る.
発生頻度 に就 いては諸 家の記載 に見 られ る様
に,LongoalldThompsonに依れば,剖 検例
で1000例中1例,臨 床例 では1500例中1例 の割
合で発見 され ると言われて居 る.
性別 に就 いて も差程 の差は認 め られ ないが,
諸家 の報告を見 ると,一 般 に男子 に多 い様であ
る.安 西,岸 本,松 本等 に依れぱ,男:女=
1.38～2:1となつ て居 る.
左右別 も叉有意の差 は認め られない.
本症 が臨床的に発見 され る際の主訴 に就 いて
興 味あ る記載が ある.LongoandThompson
に依れ ば,94例中,患 側 に疹痛 を訴えた者は23
例,生 殖器碕形12例,排 尿障碍10例,血 尿9
例,そ の他高血圧,再 発性腎孟腎炎,膿 尿,蛋
白尿,腰 部 の無痛性腫瘤 な どで29例,叉11例に
於 いては如何 な る症状 を も表わ さなかつた こと
を示 してい る.
我kが 経験 した2例 中,症 例1に 於 いては欠
損側 の腹痛 を,症 例2に 於 いては欠損側 の腰痛
を訴 えて居 り,何 れ も欠損 側に疹痛 を訴 えて居
る点興 味深 い ものが ある.
本症 が泌 尿生殖 器碕型 を合併す ることは非常
に 多 く,Collinsは腎 の崎 型を合 併す るもの
24.6%,腎以外 の他 の臓器崎型 を合併す るもの
58.2%と言 う数字 を 示 して居 る.Longoand
Thompsonは94例中37例(39.3.o/o)に先天性
崎型 を合併 して居 ると述べて居 り,此 の37例の
先天性単一腎患者に就 いて,合 併 した騎型 の発
生部位 を頻度別 に分類 して居 る.之 れに依 れば
男子では睾丸,女 子 では膣,子 宮の碕型が圧倒
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的 に多い ことを示 して居 る.叉Fortuneは本
症 と性器碕型 との関係 に就 いて,男 性198例中
43例(21.2%),女性183例中128例(69.9%)
に両者 の合併 を認めて居 る.本 邦例 に就 いて見
る と岸本 ・松本 に依 れば102例中崎型 を合 併 し
ている もの29例(28.4,0/o)となつて居 る.此 の
中症 例1の 様に子宮に碕型 を有 して 居 た も の
は,神 藤 足立(1944)重複子宮,松 尾(1954)
双角子宮,山 際 岡野 高樫(1958)双角子 宮
の計4例 である,
先天性単腎 も他 に何 か碕型を発見 されない限
り,或 いは何 らかの機会 に専門医を訪 れない限
り,発 見 され ることは殆 んどな く,そ の まま過
され るのが普通 である.併 し斯 様な単 腎は抵抗
が 弱 く,罹 患率 も大 であ ると言われて居 る.此
等2次 合併症 として諸家 の記載 に見 られ るのは
上部尿路の感染症,結 石症,結 核,水 腎腫,そ
の他遊走 腎,腎 出血,腫 瘍な どあ る.




併 うもの374例(79.5.o/o)であり.此 の 中感染
症293例(62.2%),水腎215例(45.6,0/。),結
石87例(18.2%)と述べて居 る.
先天性単腎に就 いては,岸 本 ・松本 の 記 載
に,Collinsの581例中2次 的 合併症 を盾 す る
ものは30.8%,正常 な もの48.36%,不明20,82
%と 云 う統計が ある.
本邦報 告例 中2次 的 合併症を有す るものは,
岸本 松本 に依れ ば102例中33例(32,35%)で
腎結 核13例,上部 尿路結石7例,水 腎症,腎 外
傷,腎 出血,腎 孟炎各2例,下 垂腎,遊 走腎,
出血性腎炎,妊 娠腎,腎 腫瘍各1例 となつ て居
り,や は.,結核,結 石な どが高率 に見 ら れ る
が,我 汝の2例 には合併症は見 られ なかつた.
臨 床上本症 を診断す るためには,膀 胱鏡検査
で一側尿管 口の欠如,三 角部 の異常,青 排泄 が
認 められ ない こと,腎 孟造影法 で腎孟 像 の 欠
損,尿 管 カーテルの挿 入不能 と言つた ことが,
本症 を疑 わ しめ る所見 とな り,更 に プノイモー
レン.腎 動脈撮影法 が施行 され て診断は確雲 と
なつて来る訳である.
症例1に 於いては上記の所見がそろい本症を
疑 うに充分であつたが,紹 介医の言葉 を過 信






数を数え,全 てが欠損側を腎結核 と誤診 して居
り,診断の困難さと同時に先入観が如何に我汝




















我 々も今回のにが い経験 か ら,先 入観 の恐 し
さと同時に,プ ノイモ ーレン.腎 動脈撮影法の
重要性 を痛感 した ものであ る.
結 語
(1)先天性単 腎の2例 を報告 した.
(2)症例1に 於 いては双 角子宮 を合 併 して居
て,以 前 に双 角子宮 の左側 の別除術 を受け て居
て,同 時 に左卵巣別除術 をもうけ ていたので,
欠損側 の腎水腫 と誤診 し,手 術 に依 り本症 を発
見 した.術,欠 損 側 の副腎,尿 管 も欠如 してい
姉川 ・飯田・増田 ・植木一先天性単腎の2例
た.
③ 症例2は プ ノイモー レン.腎 動 脈撮影法
の何れを も施行 したが,先 天性単 腎の診断 を下
すには些か疑 問が あ り,試 験的手術 に より確認
した.
④ 先天性単腎 につ いて考察を試 みた.
(欄筆するに当 り,御指導 と御校閲を賜った恩師重
松俊教援に深甚の謝意を表 します)
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Fig,2Case2Excretoryurogram.
Fig。3Case2Pneumoretroperitoneum. Fig.4Case2Aortogram.
